
令和６（2024）年 11月 18 日  

大熊町  

 

東北震災復興支援本部 

 

大熊町の地域活動拠点「ＫＵＭＡ
ク マ

・ＰＲＥ
プ レ

」をクローズします 

記念セレモニーと Thanks イベントを開催！ 

～間もなく開業の大野駅西交流エリアにつないでいきます～ 

 

独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構）は、大熊町と連携し、JR 大野駅前の復興ま

ちづくりの推進に向けて運営してまいりました、地域活動拠点『ＫＵＭＡ・ＰＲＥ』を令和

６年 12 月７日（土）にクローズいたします。クローズに伴い、令和６年 11 月 30 日（土）

に記念セレモニー及び Thanks イベント「クマプレアールロク～これからも、よろしく～」

を開催いたします。 

 

KUMA・PRE は、ＪＲ大野駅周辺の復興まちづくりの推進に向けたプレ施設として、大野駅

周辺の避難指示解除を見据え、令和４年２月 26日にオープンしました。オープン当初の大

野駅周辺地区は、長期間の避難指示により地域活動の担い手不足や地域コミュニティの希薄

化といった、施設整備だけでは解決できない課題を抱えていました。KUMA・PRE では、こう

した地域課題解決に向けて、関係人口の創出拡大や大野駅西エリアの活性化のため、地域の

皆様とともに様々な実証や活動にチャレンジしてまいりました。 

この度、大野駅西口の特定復興拠点である「大野駅西交流エリア」（以下「駅西」とい

う。）に、令和６年 12月以降、産業交流施設（CREVA おおくま）、商業施設（クマ SUN テラ

ス）及び広場が順次開業し、令和７年３月にグランドオープンを迎える予定となりました。

これに伴い、プレ施設である KUMA・PRE は、令和６年 12 月７日（土）をもってクローズい

たします。 

ＵＲ都市機構と大熊町は、KUMA・PRE で取組んできた活動、地域の方々の活動の場や機会

を創出する役割、KUMA ・PRE が大切にしてきた、地域の人と人をつなぎ交流を通じて笑顔

あふれる場をつくるという文化を、間もなく開業する駅西につなぎ、より一層の交流の促進

と賑わいの創出を図れるよう、引続き大野駅周辺の復興まちづくりを推進してまいります。 

 

 

【本件に関する問合せ先】 

 

 

ＵＲ都市機構 東北震災復興支援本部 

    福島復興支援部 地域再生課 鹿野・島田 （電話）0246-38-6531 

    総務企画部   総務企画課 三舩・小檜山（電話）0246-38-8039 

 大熊町 ゼロカーボン推進課 石田・猪狩 （電話）0240-23-7643 

  

 

 



■記念セレモニー及び Thanks イベントの開催について 

KUMA・PRE の活動に協力いただいた皆様に感謝を伝えるとともに、KUMA・PRE の取組み

が駅西をはじめとするこれからの大熊町に繋がっていくことを発信する記念セレモニー及

び Thanks イベントを開催いたします。 

 

○記念セレモニー開催概要 

日  時： 令和６年 11月 30 日（土）10:30～11:00 

会  場： KUMA・PRE 

主  催： ＵＲ都市機構 

出 席 者： 大熊町、大熊町商工会、 

一般社団法人おおくままちづくり公社、BG タイズ CCC 共同事業体、 

ＵＲ都市機構、株式会社バトン（予定） 

備   考： 本記念セレモニーは関係者のみでの開催となります（取材は可能です）。 

内容は現時点での予定であり、今後変更となる場合がございます。 

 

○Thanks イベント「クマプレアールロク ～これからも、よろしく～」開催概要 

日 時： 令和６年 11月 30 日（土）11:30～16:00 

会 場： KUMA・PRE 

※詳細は別添（チラシ）を参照ください。 

  

○KUMA・PRE へのアクセスマップ 

   



これまでの KUMA・PRE での主な活動 

 

○令和４年５月 オープニングイベント「KUMA・PRE 座談会」 

地域の皆様にご協力いただき活動をスタート！ 

 

 

 

 

 

 

 

○大野駅周辺の商業需要把握・創出に向けた実証事業「くまカラ」 

飲食需要についての実証を３か年（令和４年～６年）計６回にわたり実施。実証で得ら

れた知見は、駅西商業施設の運営等に活用していきます。 

 

 

 

 

 

  

  

○マルシェイベント「おおくま商店祭」（令和６年３月、７月、10 月開催） 

｢商店街｣×｢時間(過去､現在､未来)｣をテーマとし、震災前、町内にあったお店や大熊町

を応援したい事業者、駅西商業施設出店者等が集うイベント。このような地域に賑わい

を創出するイベントを駅西でも開催していきます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

○KUMA・PRE で生まれた地域活動「KUMA・PRE お花プロジェクト」（毎月開催） 

「震災前の花いっぱいの大熊町を取り戻したい」という町民の方の想いから始まった有

志の花植え活動。このような地域の方々が主体となる活動を駅西につないでいきます。 

 

 

 

 

 

  



■地域活動拠点 KUMA・PRE 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置主体：ＵＲ都市機構 

拠 点 名：ＫＵＭＡ・ＰＲＥ（クマプレ） 

設置場所：福島県双葉郡大熊町大字下野上字大野 98-1 

アクセス：ＪＲ常磐線大野駅より徒歩７分 

常磐道大熊 IC より車で３分 

駐 車 場：約 20 台 

開館時間：毎週火曜日、木曜日、金曜日、土曜日（但し祝日を除く） 

午前 10 時～午後４時 

公式ホームページ：https://www.ur-net.go.jp/kumapre/ 

 

 

UR都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホルダ

ーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通して、

「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課題に挑

戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと考

えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・

賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

 

https://www.ur-net.go.jp/ 

 

 

https://www.ur-net.go.jp/kumapre/


みなさま、これまで KUMA・PRE の活動にご協力いただきありがとうございました。

令和６年 12 月７日をもって地域活動拠点 KUMA・PRE は閉館します！

R６年は、大野駅西エリアのプレオープンの場である KUMA・PRE が閉館し、

駅西の施設や広場が順次開業を迎える節目の年。

「クマプレアールロク」では、KUMA・PRE が大切にしてきた繋がりや活動が

これからの大熊町につながっていく、ひろがっていくことを発信します。

これからも、よろしく



主催 : UR 都市機構、株式会社バトン　共催 : BG タイズ CCC 共同事業体　協力：大熊町、大熊町商工会

※令和６年 10 月 7 日～ 11 月までの情報です。

通行止め区間

①大野スクリーニング場へのアクセスは可能です。

②大熊町商工会館及び KUMA・PRE へのアクセスは可能です。

車でお越しの方へ
当日は KUMA・PRE に併設された駐車場は閉鎖しております。

第一駐車場（大熊町商工会館）もしくは第二駐車場（大熊町保健センター）をご利用くださいませ。
※第二駐車場からシャトルバスによる送迎はございません。
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最新情報は

随時こちらから

更新します！

★ Tel：050-6861-7510

★ Mail：kumapre@ur-net.go.jp

★ 開館日：火 / 木 / 金 / 土

★ 開館時間：10:00-16:00

★ 住所：福島県双葉郡大熊町下野上大野 98-1

　　　　 （大野駅から徒歩 7 分）

官民が連携して

大野駅周辺の賑わいづくりや

来訪のきっかけづくりのトライアルを

行うための地域活動拠点です。

は、

大
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エチオピアコーヒー

POP-UP

ピザ、クレープ

panier（パニエ）

お楽しみに！

京
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ラーメン 5 種

Ich
ido 株式会社

花酵母で作ったお酒

K
U
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A・

PRE お花プロジ
ェ

ク
ト

お花を使った
ワークショップ

ク
ラ

フ
トワークショ

ッ
プ

KUMA・PRE デッキの
端材を使ったワークショップ

相馬救援隊

ポニー乗馬体験

※当日の天候状況等によって内容が、一部変更になる場合があります。

双葉翔陽高校（休止中）

JR 常磐線 大野駅

大熊 I.C

大野病院（休止中）

大熊インキュベーションセンター
（旧大野小学校）

第二駐車場
大熊町保健センター

至 国道 6 号

①

②

第一駐車場
大熊町商工会館

お楽しみに！

event contents




